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ダイバーシティ推進担当 菊池理事が行く！

－ 学長 太田 寛行 先生 編 －

土の中の微生物（土壌微生物）の研究をしています。始まりは高校生の頃。プラスチックを分解する微生物に興味を持ち、大学は

農学部の応用微生物学の分野に進みました。大学３年生の時、授業で土壌微生物のことを学び、そっちの方が面白そうだと思い、

大学4年生の研究室配属の際、応用微生物学の先生に「卒業論文は土壌微生物の方をやらせてほしい」と厚かましくもお願いし

ました。土壌微生物学の研究室（農学研究所）通うようになり、そこで服部 勉先生の研究テーマの中で「低栄養細菌の生態と性

状」という内容で卒業＋修士論文を書きました。服部先生とあちこちに土や水を採取しに行ったのを覚えています。
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改めて先生のご専門を教えてください

学野長や機構長のもとを訪ね、普段知ることのできない教職員の魅力をお届けしている菊池理事が行く！シリーズ。

今回は、太田学長に研究の話を中心にお話を伺ってきました。太田学長の研究者としてのルーツに迫っていきます。

菊池理事太田学長

低栄養細菌の世界～大学生の頃～

ここで少し微生物学の話になりますが、近代細菌学の開祖とされるロベルト・コッホは、平板培養法を開発し、「肉エキス培地」を

用いて、炭疽菌などの病原菌の分離に成功しました。この肉エキス培地は動物体内の環境を想定して、栄養分がリッチ（豊富）な

組成でした。一方、土はそんなに栄養がない環境なので、服部先生は、「栄養分がプア（少ない）なところで生活する微生物」に着

目し、肉エキス培地を100倍に薄めた培地を用いて、微生物の探索を始めました。その結果、希釈しない肉エキス培地では生育

できないが、希釈した培地では生育できる“低栄養細菌”を沢山見つけたのです。



新種の発見とはすごいですね！新種は顕微鏡を覗いただ

けで「見つけた」となるのでしょうか？

私はそのような低栄養細菌が新種かどうかを調べました。

その中の代表的なグループを、新属新種で“アグロモナ

ス・オリゴトロフィカ”と名付けました。ラテン語で、「アグ

ロ」は農業、「モナス」は桿菌（かんきん）、「オリゴ」は少な

い、「トロフィカ」は食べるという意味です。

いえ。細胞形態だけではなくて様々な性質を調べます。

その当時は、細胞壁や細胞膜の成分、 DNAのGC（グア

ニン＋シトシン）含量といった生化学的分析や、利用でき

る有機化合物の種類、生育温度域、窒素固定活性など、い

ろいろ調べました。

どのように新しい菌だと当たりをつけるのでしょうか？

まず、細胞形態が、規則正しい形の大腸菌などと違って、アグロモナスは折れ曲がったりして不定形でした（上の写真）。実

際には、化学分析や生理試験などで様々な性状を調べないと、新しいかどうかは分かりません。修士の頃は、毎日、50～

60株の低栄養細菌の様々な性状を実験室で調べていました。

博士課程の頃は、水田土壌中の低栄養細菌の生態を調べました。調査地は、現在の秋田県大仙市にある東北農業試験場

（現在は、東北農業研究センター、大仙研究拠点）に約10年くらい同じ栽培管理している水田試験区です。その調査で、収穫

前後の水稲根の周りにアグロモナス・オリゴトロフィカが沢山いることが分かりました。

何故根の周りにいたのでしょう？

アグロモナスは空中窒素を固定する能力がありました。おそらく、イネから栄養を貰う代わりに固定した窒素成分をイネに

与えていたと想像しています。いわゆるゆるい共生でしょうか。共生と言っても、マメ科植物と根粒菌の関係のようなしっ

かりした仕組みの共生ではないと思います。

歯学の世界～研究者として駆け出しの頃～

ポスドクの1年半は、アグロモナスについて、増殖特性や呼吸活性の特徴などを調べるため

に、岡山大学歯学部・口腔生化学教室（谷口茂彦先生）で研究しました。ポスドクの期間が終

わる頃、隣の口腔細菌学教室の加藤慶二郎先生が「うちに来ないか。ただし歯周病菌のこ

とを調べてもらうけど。」と声をかけてくださいました。

そこでは、当時、日本ではまだ分離されていなかった若年性歯周炎を引き起こす原因菌、

“アクチノバシラス・アクチノミセテムコミタンス(Aa)”を探し始めました。大学病院に来た

患者さんや、市内の歯科医院を訪れた患者さんの歯周病部位から菌を分離する日々が続

きました。そしてついに、大学病院に来たある患者さんからAaを分離できたのです。Aa

は白血球毒素をつくるのですが、後年のオランダ留学後に、 「ケモスタット」という連続培

養法で「どのような環境条件で毒素を出すのか？」を明らかにしました。

オランダでは、文部科学省の在学研究員として、フローニンゲン大学のハンス・フェルトカンブ先生の微生物学教室に行きまし

た。しかし、その留学開始は先生の定年退職の一ヶ月前で、実際には、私よりも4つ年上のヤン・ゴッシャル博士からケモス

タットの手法を学びました。そこでは、歯周病部位から多く分離されるボリネラ・レクタについて研究しました。この細菌は、

“偏食”な細菌で、糖類は利用せず、酸素がない嫌気条件でギ酸とフマール酸を反応させて（嫌気呼吸）、エネルギーを得てい

るのです。



なぜギ酸しか食べない菌が、口の中にいるのでしょうか？不思議です！

私たちの口の中にはレンサ球菌と呼ばれる細菌が沢山います。その代表が

虫歯の原因菌、ミュータンス菌です。レンサ球菌は砂糖を代謝して、乳酸な

どの代謝産物を出します。でも、ある条件（砂糖の供給が制限されたとき）

では、乳酸ではなく、ギ酸を出すのです。その結果、これも、レンサ球菌とボ

リネラ・レクタの間での、“ゆるい共生”になるのかもしれません。

これまで、土の中の話や口腔内の話を聞いてきましたが、先生は火山に関する研究もされていたと伺いました。

火山の世界～茨城大学に着任してから～

火山の世界は茨城大学に着任してからの話になります。ある時、隣の研究室の吉田正夫先生から、フィリピンにあるピナツボ火山

のプロジェクトに入って、「ピナツボ火山の噴火後の環境再生について一緒に研究しないか」と言われ、火山の世界に踏み込みま

した。火山噴火に由来する泥流が地面を覆いつくした後、どのようなメカニズムで無機的な堆積物が有機的な土壌に成るのか？、

そこで活躍するパイオニア微生物は何か？、という研究を始めました。１年に２回くらい現地に出掛けて、50 cmほど堆積物で覆

われた地面を掘って微生物を調べるということを３年ほど行いました。

また、その後、当方のピナツボ火山の研究を知った、筑波大学の上條隆志先生から、今度は「三宅島火山噴火後の環境再生の研究

を一緒にやらないか」と誘われました。三宅島の場合、火山ガスが10年近く噴出し続け、火山ガスの成分である二酸化硫黄に

よって、山頂周辺の環境は酸性化し、地上部は生き物がいない世界でした（下の写真、撮影は2006年3月）。採取した火山灰堆積

物のpHは3くらいの強酸性だったのです。
このような環境でも、堆積物の中には特定の微生物が

出現していました。アシディチオバチルスとレプトスピ

リリュウムです。アシディチオバチルスはpHがもう少し

高くても生きていけるのですが、レプトスピリリュウム

はpH２以下という本当に強い酸性条件下でないと生

きていけない菌です。レプトスフィリウムは分離（培養）

が難しい細菌として知られていましたが、分離できまし

た。

それから、三宅島の中腹付近の調査地では、火山灰堆

積物が土壌に変わって行く過程を調べることができま

した。通常、土壌化は数百年くらいかかる長いプロセス

です。その調査地では、樹木の落ち葉や枯れ枝が落ち

て堆積した層位がその下の火山灰堆積層に影響を与え

て、土壌化が十数年という短い時間で見ることができ

ましたし、土壌微生物の遷移を捉えることができました。

このボリネラ・レクタは、酸素が存在すると死滅する“偏性嫌気性”と見なさ

れていました。共同研究者のヤンは、「酸素が低濃度であれば、酸素を使っ

て呼吸する“微好気性”ではないか？」と言うのです。そこで、ケモスタット

培養で、酸素がない状態から徐々に酸素を入れていくと、確かに、ヤンが

言ったとおり、酸素がある一定の濃度を超えるまでは、酸素を使って呼吸

して生きる“微好気性”が証明されました。



ー太田学長、貴重なお話ありがとうございました！

学生からの刺激

学生と話していると触発されることがあります。ある時、高校

の説明会での事前の質問に目を通していたら「茨城大学に吹奏

楽部はありますか？」という質問がありました。 なぜこのよう

な質問をするのか学環の学生に聞いてみたところ、「大学に

入っても打ち込めることがあるか見極めたいんだと思います。

高校の時にも吹奏楽をやっていたから、大学もそれ以上に打ち

込むに値するか知りたいんじゃないのでしょうか。」と教えてく

れました。学生は新しい視点で物事に切り込んでくれるので、

常に刺激をいただいています。

取材を終えて・・・

今回は、太田学長の学生時代から茨城大学での研究のお話を聞いて、コミュニケーションのあり方について考えることが

できました。特に学長がおっしゃっていた「世界のどこかには、イントロなしで、多くを語らず単刀直入に本論で話し合え

る人がいる」という言葉がとても印象に残っています。また、太田学長が歯学の世界、火山の世界に進んだのには、隣の

研究室の方からのお声がけがあったというのに驚きです。柔軟な姿勢でこれまで様々な研究分野に真摯に向き合ってこ

られたことが伝わってきました。

ホッとする瞬間

大学院生の頃は、研究室に行くまでの間

に「今日はどんな実験のプランを立てよう

かな？」と考えている時は、ホッとする瞬

間でした。

先生のお話を伺いながら、歯学の分野、火山をめぐる土壌学の

分野を通じた様々な研究者と関わりがあることを知りました。

先生の広いネットワークはこうして繋げてこられたのですね。

繋がりと言えば、ハワイで火山の研究をされているキング先生で

す。たまたま日本で研究会を実施するので来てほしいと言ったら、

茨城大学にも来てくださいました。キング先生とお会いして、世

界のどこかには、イントロなしで、多くを語らず単刀直入で本論

を話し合える人がいるんだと思いました。先ほどのオランダで登

場したフェルトカンブ先生やヤンもそうです。率直に議論できる

仲間がいるということは素晴らしいことだと思います。

化学反応式や数式など、言語とは違う手段で世界の方々とコミュニケーションが取れるのは素敵な事ですね。

元素記号はある種の言語のようなものです。例えば、「光合成は、うんぬんかんぬん・・・」と言葉で説明するより、たった１つの

化学反応式でシンプルに表すことができます。コミュニケーションは単純な方が、誤解なくはっきりと言いたいことを伝えられ

ますからいいですよね。

私は元素記号が出てきた時に苦手意識を持ってしまいそれ以降科学が苦手なので、先生の見てる科学の世界が眩しく見えます。
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